
統合講義Ⅰ

[講義・実習]　第３学年　前後期　必修　3単位

《担当者名》専任教員／○大山　静江　／岡橋　智恵　／千葉　利代　／ 秋元　奈美 ／ 山形　摩紗

【概　要】

　歯科予防処置のまとめとして定期試験や卒業試験、国家試験に対応できるような知識を修得する。また、最終学年であること

から、臨床に備えたテクニックの確認として実技試験を実施する。

【学修目標】

一般目標

歯科予防処置を患者へ的確に実施するために、臨床の現場に必要な知識、技能、態度を修得する。

行動目標（到達目標）

☆試験結果を分析し自分の知識を類別できる。

☆国家試験に対応した知識を深めることができる。

☆患者の口腔内に合わせた歯石除去操作ができる。

☆患者のニーズに対応した配慮ができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 統合講義オリエンテーション

国家試験対策講義①

講義

●統合講義の流れを理解する。

●休み期間の課題の検証する。

●以下の出題範囲を復習する。

・予防の概念

予習：事前に課題としていた教本のまとめを確認す

る。

大山　静江

2 国家試験対策講義② 講義

●以下の出題範囲を復習する。

・歯周病の基礎知識

・プラークの分類

・メインテナンスの移行基準

予習：教本の歯周病の基礎知識を確認する

大山　静江

3 国家試験対策講義③ 講義

●以下の出題範囲を復習する。

・手用スケーラーの操作法

・超音波スケーラーの特徴

・エアスケーラーの特徴

予習：練習問題③を事前に回答しgoogleフォームで送

信する。

大山　静江

4 国家試験対策講義④ 講義

●以下の出題範囲を復習する。

・シャープニング

・歯面研磨

予習：練習問題④を事前に回答しgoogleフォームで送

信する。

大山　静江

5 国家試験対策講義⑤ 講義

●以下の出題範囲を復習する。

・う蝕予防の基礎知識

・歯面塗布法

・フッ化物洗口法

・フッ化物歯磨剤

・小窩裂溝塡塞法

予習：教本のう蝕予防処置を確認する

大山　静江



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

6 国家試験対策講義� 講義

●以下の出題範囲を復習する。

・う蝕活動性試験

予習：練習問題⑥を事前に回答しgoogleフォームで送

信する。

大山　静江

7 国家試験対策講義⑦ 講義

●以下の出題範囲を復習する。

・フッ化物の計算法

予習：練習問題⑦を事前に回答しgoogleフォームで送

信する。

大山　静江

8 国家試験対策講義①～⑦の復習

国家試験対策オリエンテーション

講義

●統合講義１の受講法について確認する。

●国家試験対策①～⑦の低解答率問題を復習する。

予習：①～⑦のプリントを見直す。

大山　静江

9 練習問題（後期）① ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

＜国家試験問題出題基準範囲より出題＞

・概要

・基礎知識

大山　静江

10 練習問題（後期）② ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

＜国家試験問題出題基準範囲より出題＞

・歯周病の基礎知識

・歯・歯周組織の検査

大山　静江

11 練習問題（後期）③ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

＜国家試験問題出題基準範囲より出題＞

・スケーリング、ルートプレーニング

・歯面清掃・研磨

・メインテナンス

大山　静江

12 練習問題見直し ●練習問題（後期）①～③を見直す。 大山　静江

13 練習問題（後期）④ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

＜国家試験問題出題基準範囲より出題＞

・う蝕予防処置

大山　静江

14 練習問題（後期）⑤ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

＜国家試験問題出題基準範囲より出題＞

・う蝕予防処置

・う蝕活動性試験

大山　静江

15 練習問題見直し ●練習問題（後期）④～⑤を見直す。 大山　静江

16 スケーリング（マネキン）実習 ●マネキンで練習し、実技試験に備える。

教本：P185～199

予習：スケーリング部位別操作の動画を確認する。

大山　静江

17 スケーリング（マネキン）実習 ●マネキンで練習し、実技試験に備える。

教本：P183～202

予習：スケーリング部位別操作の動画を確認する。

大山　静江

18 スケーリング（マネキン）実習 ●マネキンで練習し、実技試験に備える。

教本：P183～202

予習：スケーリング部位別操作の動画を確認する。

大山　静江

19

20

スケーリング実技試験

（相互実習）

●役割を分担し準備できる。

●感染対策に考慮した操作ができる。

●患者の口腔内に合わせた歯石除去操作ができる。

●患者のニーズに対応した配慮ができる。

大山　静江

千葉　利代



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

●患者に合わせた指導ができる。

21 学内模擬試験1回解説 ●学内模擬試験1回目の低解答率問題の解説 大山　静江

22 学内模擬試験2回解説 ●学内模擬試験2回目の低解答率問題を解説 大山　静江

23 学内模擬試験3回解説 ●学内模擬試験3回目の低解答率問題を解説 大山　静江

24 国家試験直前練習問題と解説① ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

25 国家試験直前練習問題と解説② ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

26 国家試験直前練習問題と解説③ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

27 国家試験直前練習問題と解説④ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

28 国家試験直前練習問題と解説⑤ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

29 国家試験直前練習問題と解説⑥ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

30 国家試験直前練習問題と解説⑦ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

31 国家試験直前練習問題と解説⑧ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

32 国家試験直前練習問題と解説⑨ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

33 国家試験直前練習問題と解説⑩ ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

34 国家試験練習問題の見直し ●国家試験に準じて四肢択一形式および四肢択二形式

で練習問題を行う。

・国家試験に準じ予防の国家試験問題出題基準の全範

囲より出題

大山　静江

35 中間試験① ●練習問題（後期）とポイントチェックで学んだ知識

を中心に中間試験を実施する。

＜試験範囲＞

大山　静江



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

・練習問題（後期）１～３回

・ポイントチェック

36 中間試験② ●練習問題（後期）とポイントチェックで学んだ知識

を中心に中間試験を実施する。

＜試験範囲＞

・練習問題（後期）４～５回

・ポイントチェック

大山　静江

37

45

模擬試験 ●国家試験対策として模擬試験を実施する 岡橋　智恵

大山　静江

千葉　利代

秋元　奈美

山形　摩紗

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

実技試験20％

卒業試験60％

中間試験20％

授業態度も評価に入ります。欠席レポートの未提出がある場合は減点になります。

【教科書】

歯科予防処置論・歯科保健指導論

歯周病学

保健生態学

【参考書】

ポイントチェック歯科衛生士試験対策５

【備考】

予防の冊子（授業で配布する）

【学修の準備】

・使用する器具、教科書、実習帳は初日のオリエンテーションの授業準備の一覧や掲示を確認し持参してください。

（スケーリング実技試験の忘れ物は減点になります）

＜授業時間外学習＞

予習：30分、教科書や配布プリントなどを利用し各回の内容を調べる。

復習：30分、各回で特に解けなかった問題を復習する。

【実務経験】

岡橋智恵（歯科衛生士）

大山静江（歯科衛生士）

千葉利代（歯科衛生士）

秋元奈美（歯科衛生士）

山形摩紗（歯科衛生士）

【実務経験を活かした教育内容】

歯科衛生士としての実務経験を通じて得た知識・技術・態度などを活用し、実践的な教育を行う


